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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文書ＩＤ及び内容テキスト情報を有する複数の文書を記憶する文書記憶手段と、
　カテゴリＩＤ毎に１つ以上の文書ＩＤを関連付けて記憶するカテゴリ記憶手段と、
　前記文書記憶手段内の文書毎に、当該文書の文書ＩＤと、当該文書の内容テキスト情報
から抽出された文書特徴語とを関連付けて記憶する文書特徴語記憶手段と、
　前記カテゴリ記憶手段内で関連したカテゴリＩＤ及び１つ以上の文書ＩＤと、当該カテ
ゴリＩＤに関連したカテゴリ特徴語とを関連付けて記憶するカテゴリ特徴語記憶手段と、
　前記文書記憶手段内の文書毎に内容テキスト情報を形態素解析し、当該形態素解析の結
果から文書特徴語を抽出し、当該抽出した文書特徴語と、当該文書特徴語に対応する文書
の文書ＩＤとを関連付けて前記文書特徴語記憶手段に書き込む文書特徴語抽出手段と、
 前記複数の文書により構成される文書集合を入力とし、当該文書集合に含まれる文書Ｉ
Ｄに関連した文書特徴語が、当該文書ＩＤの文書中で出現する文書数を算出する出現文書
数算出手段と、
　前記出現文書数算出手段により算出された文書数に基づいて、全文書中におけるカテゴ
リＩＤに関連した文書に対する当該文書特徴語の特徴度を算出する特徴度算出手段と、
　この文書特徴語に当該特徴度を付加したカテゴリ特徴語を作成し、当該作成したカテゴ
リ特徴語と当該カテゴリ特徴語に関連したカテゴリＩＤ及び１つ以上の文書ＩＤとを関連
付けて前記カテゴリ特徴語記憶手段に書き込むカテゴリ特徴語作成手段と、
　前記カテゴリ記憶手段内のカテゴリＩＤ毎に、当該カテゴリＩＤに関連した文書ＩＤの
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個数を含むカテゴリ個数データを提示するカテゴリ個数提示手段と、
　前記カテゴリ個数提示手段によるカテゴリ個数データの提示中、いずれかのカテゴリ個
数データの選択を受け付けるカテゴリ個数データ選択受付手段と、
　前記カテゴリ個数データ選択受付手段による選択を受け付けたカテゴリ個数データのカ
テゴリＩＤに関連したカテゴリ特徴語のうち、特徴度が上位のカテゴリ特徴語における文
書特徴語をカテゴリ特徴語として提示するカテゴリ特徴語提示手段と、
　前記カテゴリ個数提示手段によるカテゴリ個数データの提示中、複数個のカテゴリ個数
データの各カテゴリＩＤの和集合である複数の比較対象からなる比較対象集合の選択を受
け付ける比較対象集合選択受付手段と、
　前記比較対象集合選択受付手段による選択を受け付けた比較対象集合内の各カテゴリＩ
Ｄに関連付けられた各文書ＩＤに関連した文書特徴語毎に、前記出現文書数算出手段によ
り算出された文書数に基づいて、各比較対象における当該文書特徴語の相違性を表す度合
いの相違特徴度を算出し、相違特徴度が上位の文書特徴語をカテゴリ相違特徴語として送
出するカテゴリ相違特徴語送出手段と、
　前記カテゴリ相違特徴語送出手段により送出されたカテゴリ相違特徴語を提示するカテ
ゴリ相違特徴語提示手段と、
　を備えたことを特徴とする特徴語抽出装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の特徴語抽出装置において、
 前記出現文書数算出手段は、
　前記文書記憶手段内の文書特徴語毎に、前記文書記憶手段の全ての文書中で当該文書特
徴語が出現する文書数を算出する全文書中出現文書数算出手段と、
　前記カテゴリ記憶手段内のカテゴリＩＤ毎に、当該カテゴリＩＤに関連付けられた文書
ＩＤに関連した文書特徴語が当該文書ＩＤの文書中で出現する文書数を算出するカテゴリ
文書中出現文書数算出手段と、
　前記比較対象集合選択受付手段による選択を受け付けた比較対象集合内の各カテゴリＩ
Ｄに関連付けられた各文書ＩＤに関連した文書特徴語毎に、当該各文書ＩＤに関連した全
ての文書中で当該文書特徴語が出現する文書数を算出する第１文書数算出手段と、
　前記比較対象集合選択受付手段による選択を受け付けた比較対象集合内の比較対象毎に
、当該比較対象内の各カテゴリＩＤに関連付けられた各文書ＩＤに関連した文書特徴語が
当該各文書ＩＤの文書中で出現する文書数を算出する第２文書数算出手段と、
　を備えたことを特徴とする特徴語抽出装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の特徴語抽出装置において、
　前記選択を受け付けた比較対象集合内の各カテゴリＩＤに関連付けられた各文書ＩＤに
関連した文書特徴語毎に、前記第１文書数算出手段により算出された文書数と、前記第２
文書数算出手段により算出された文書数とに基づいて、前記比較対象集合における当該文
書特徴語の共通性を表す度合いの共通特徴度を算出し、共通特徴度が上位の文書特徴語を
カテゴリ共通特徴語として送出するカテゴリ共通特徴語送出手段と、
　前記カテゴリ共通特徴語送出手段により送出されたカテゴリ共通特徴語を提示するカテ
ゴリ共通特徴語提示手段と、
　を更に備えたことを特徴とする特徴語抽出装置。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の特徴語抽出装置において、
　前記カテゴリ個数提示手段によるカテゴリ相違特徴語の提示中、複数のカテゴリ相違特
徴語からなる着目語集合の選択を受け付ける着目語集合選択受付手段と、
　前記着目語集合選択受付手段による選択を受け付けた着目語集合と、前記カテゴリ特徴
語記憶手段内のカテゴリ特徴語との関連度を算出し、関連度の高いカテゴリ特徴語に関連
付けられたカテゴリＩＤに関連したカテゴリ個数データを強調表示する関連カテゴリ提示
手段と、
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　を更に備えたことを特徴とする特徴語抽出装置。
【請求項５】
　文書記憶手段、カテゴリ記憶手段、文書特徴語記憶手段及びカテゴリ特徴語記憶手段を
備えた特徴語抽出装置のプログラムであって、
　前記特徴語抽出装置を、
　文書ＩＤ及び内容テキスト情報を有する複数の文書を前記文書記憶手段に書き込む文書
書込手段、
　カテゴリＩＤ毎に１つ以上の文書ＩＤを関連付けて前記カテゴリ記憶手段に書き込むカ
テゴリ書込手段、
　前記文書記憶手段内の文書毎に内容テキスト情報を形態素解析し、当該形態素解析の結
果から文書特徴語を抽出し、当該抽出した文書特徴語と、当該文書特徴語に対応する文書
の文書ＩＤとを関連付けて前記文書特徴語記憶手段に書き込む文書特徴語抽出手段、
　前記文書記憶手段内の文書特徴語毎に、前記文書記憶手段の全ての文書中で当該文書特
徴語が出現する文書数を算出する全文書中出現文書数算出手段、
　前記カテゴリ記憶手段内のカテゴリＩＤ毎に、当該カテゴリＩＤに関連付けられた文書
ＩＤに関連した文書特徴語が当該文書ＩＤの文書中で出現する文書数を算出するカテゴリ
文書中出現文書数算出手段、
　前記全文書中出現文書数算出手段により算出された文書数と、前記カテゴリ文書中出現
文書数算出手段により算出された文書数とに基づいて、全文書中におけるカテゴリＩＤに
関連した文書に対する当該文書特徴語の特徴度を算出する特徴度算出手段、
　この文書特徴語に当該特徴度を付加したカテゴリ特徴語を作成し、当該作成したカテゴ
リ特徴語と当該カテゴリ特徴語に関連したカテゴリＩＤ及び１つ以上の文書ＩＤとを関連
付けて前記カテゴリ特徴語記憶手段に書き込むカテゴリ特徴語作成手段、
　前記カテゴリ記憶手段内のカテゴリＩＤ毎に、当該カテゴリＩＤに関連付けられた文書
ＩＤの個数を含むカテゴリ個数データを提示するカテゴリ個数提示手段、
　前記カテゴリ個数データの提示中、いずれかのカテゴリ個数データの選択を受け付ける
カテゴリ個数データ選択受付手段、
　前記カテゴリ個数データ選択受付手段による選択を受け付けたカテゴリ個数データのカ
テゴリＩＤに関連したカテゴリ特徴語のうち、特徴度が上位のカテゴリ特徴語における文
書特徴語をカテゴリ特徴語として提示するカテゴリ特徴語提示手段、
　前記カテゴリ個数提示手段によるカテゴリ個数データの提示中、複数個のカテゴリ個数
データの各カテゴリＩＤの和集合である複数の比較対象からなる比較対象集合の選択を受
け付ける比較対象集合選択受付手段、
　前記比較対象集合選択受付手段による選択を受け付けた比較対象集合内の各カテゴリＩ
Ｄに関連付けられた各文書ＩＤに関連した文書特徴語毎に、当該各文書ＩＤに関連した全
ての文書中で当該文書特徴語が出現する文書数を算出する第１文書数算出手段と、
　前記比較対象集合選択受付手段による選択を受け付けた比較対象集合内の比較対象毎に
、当該比較対象内の各カテゴリＩＤに関連付けられた各文書ＩＤに関連した文書特徴語が
当該各文書ＩＤの文書中で出現する文書数を算出する第２文書数算出手段と、
　前記比較対象集合選択受付手段による選択を受け付けた比較対象集合内の各カテゴリＩ
Ｄに関連付けられた各文書ＩＤに関連した文書特徴語毎に、前記第１文書数算出手段によ
り算出された文書数と、前記第２文書数算出手段により算出された文書数とに基づいて、
各比較対象における当該文書特徴語の相違性を表す度合いの相違特徴度を算出し、相違特
徴度が上位の文書特徴語をカテゴリ相違特徴語として送出するカテゴリ相違特徴語送出手
段と、
　前記カテゴリ相違特徴語送出手段により送出されたカテゴリ相違特徴語を提示するカテ
ゴリ相違特徴語提示手段、
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、電子化された大量の文書に対し、各文書の内容を特徴づける単語である特徴
語を抽出するための特徴語抽出装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許調査やアンケート分析などにおいては、特徴語を抽出し、複数の文書集合の内容や
傾向を比較したいというニーズがある。例えば、特許調査においては、自社と競合他社と
の各年代の特許出願の傾向を比較したいニーズがある。この種の調査の質は、選定する比
較範囲や特徴語に影響される。
【０００３】
　しかしながら、適切な比較範囲や特徴語は、調査の目的や文書集合の内容によって異な
る。このため、比較範囲や特徴語の選定には、文書集合の内容に関連した知識や、目的を
踏まえた調査自体に関するスキルが必要である。
【０００４】
　これに対し、特許文献１では適切な分析軸を提示する技術を提案している。特許文献１
に記載の技術は、データに含まれる属性毎に単語を抽出し、単語の属性値毎の出現頻度を
集計手段で集計し、集計した出現頻度を視認し易いようにユーザに表示するとともに、単
語の出現傾向から分析に適した属性を抽出しユーザに提示する。これにより、ユーザに適
切な分類軸の選択を支援する。
【０００５】
　また、特許文献２に記載の技術では、分析に使用する適切な特徴語の選定のために、比
較する属性（例えば、作成日）について、属性値毎（例えば、月毎）に抽出される特徴語
の共起関係に基づき、各属性において相違点を提示する。これにより、文書集合の内容を
より好適に分析可能としている。なお、特許文献２に記載の技術で用いる「共起」につい
ては、例えば、特許文献３にまとめられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－１７１９３１号公報
【特許文献２】特開２００２－２４５０７０号公報
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】内山将夫, 中條清美, 山本英子, 井佐原均. 「英語教育のための分野特
徴単語の選定尺度の比較」, 自然言語処理, 11 (3), 165-197, 2004.
【非特許文献２】岸田和明. 「検索実験における評価指標としての平均精度の性質」, 情
報処理学会論文誌: データベース, 第４３巻, 第ＳＩＧ２（ＴＯＤ１３）号（２００２）
.
【非特許文献３】相澤彰子. 「共起に基づく類似性尺度」, オペレーションズ・リサーチ
, ２００７年１１月号, pp.706(20)－712(26).
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、以上のような特許文献１，２に記載の技術では、通常は特に問題ないが
、本発明者の検討によれば、以下に述べる点で改良の余地がある。
【０００９】
　例えば、特許文献１に記載の技術では、ユーザに提示される分析軸が事前に文書データ
の属性として定義されている必要がある。そのため、提示される分析軸が事前に定義され
た属性に限られるため、意図する分析を行えない点で改良の余地がある。
【００１０】
　特許文献２に記載の技術は、各属性値に対する相違点を表すことにより、文書集合の内
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容の明確化を図っている。このため、分析の対象が属性値に縛られ、ユーザが任意の範囲
で文書集合を比較できない点で改良の余地がある。
【００１１】
　また、特許文献２に記載の技術は、膨大な文書集合を比較分析する場合、ユーザが文書
集合の中で何に着目すべきかを把握できない場合がある。例えば、着目する「画像認識」
の技術を先行調査するために、数千・数万の特許文献を出願人と出願年月（１９９０年～
２００８年の各月）でクロス分析する場合を考える。出願人として数１０～１００社程度
の各企業を各行に配置し、出願年月として１００個程度の各月を各列に配置した場合、ク
ロス分析のマトリックス全体として１万前後のセルが構成される。
【００１２】
　これらのセルは、「画像認識」に関連する多数の特許文献が含まれるセルや、「画像認
識」に無関係の多数の特許文献が含まれるセルなどがあり、着目する「画像認識」との関
連度にはムラがある。企業毎や出願年毎でも同様のことが言える。
【００１３】
　これに対し、ユーザは、着目する技術に関連が強い企業や出願年に関するセルの文書集
合に比較範囲を絞り込むことで、より精緻な調査を行いたいというニーズがある。
【００１４】
　しかしながら、特許文献１，２に記載の技術では、着目すべき比較範囲の絞り込みを支
援できず、比較範囲を柔軟に変更することもできない。また、着目する技術に関連の強い
セルの特徴語を参照すればユーザは意識しなかった関連技術を発見できるが、特許文献１
，２に記載の技術では、文書集合の内容理解までに留まり、新たに着目すべき特徴語の参
照を支援することはできない。
【００１５】
　本発明は上記実情を考慮してなされたもので、事前に定義された属性に限らずに分析軸
の候補として特徴語を提示できると共に、着目すべき比較範囲の絞り込みや、着目すべき
特徴語の参照を支援し得る特徴語抽出装置及びプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の一つの局面は、特徴語抽出装置であって、文書ＩＤ及び内容テキスト情報を有
する複数の文書を記憶する文書記憶手段と、カテゴリＩＤ毎に１つ以上の文書ＩＤを関連
付けて記憶するカテゴリ記憶手段と、前記文書記憶手段内の文書毎に、当該文書の文書Ｉ
Ｄと、当該文書の内容テキスト情報から抽出された文書特徴語とを関連付けて記憶する文
書特徴語記憶手段と、前記カテゴリ記憶手段内で関連したカテゴリＩＤ及び１つ以上の文
書ＩＤと、当該カテゴリＩＤに関連したカテゴリ特徴語とを関連付けて記憶するカテゴリ
特徴語記憶手段と、前記文書記憶手段内の文書毎に内容テキスト情報を形態素解析し、当
該形態素解析の結果から文書特徴語を抽出し、当該抽出した文書特徴語と、当該文書特徴
語に対応する文書の文書ＩＤとを関連付けて前記文書特徴語記憶手段に書き込む文書特徴
語抽出手段と、前記文書記憶手段内の文書特徴語毎に、前記文書記憶手段の全ての文書中
で当該文書特徴語が出現する文書数を算出する全文書中出現文書数算出手段と、前記カテ
ゴリ記憶手段内のカテゴリＩＤ毎に、当該カテゴリＩＤに関連付けられた文書ＩＤに関連
した文書特徴語が当該文書ＩＤの文書中で出現する文書数を算出するカテゴリ文書中出現
文書数算出手段と、前記全文書中出現文書数算出手段により算出された文書数と、前記カ
テゴリ文書中出現文書数算出手段により算出された文書数とに基づいて、全文書中におけ
るカテゴリＩＤに関連した文書に対する当該文書特徴語の特徴度を算出する特徴度算出手
段と、この文書特徴語に当該特徴度を付加したカテゴリ特徴語を作成し、当該作成したカ
テゴリ特徴語と当該カテゴリ特徴語に関連したカテゴリＩＤ及び１つ以上の文書ＩＤとを
関連付けて前記カテゴリ特徴語記憶手段に書き込むカテゴリ特徴語作成手段と、前記カテ
ゴリ記憶手段内のカテゴリＩＤ毎に、当該カテゴリＩＤに関連付けられた文書ＩＤの個数
を含むカテゴリ個数データを提示するカテゴリ個数提示手段と、前記カテゴリ個数データ
の提示中、いずれかのカテゴリ個数データの選択を受け付けるカテゴリ個数データ選択受
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付手段と、前記カテゴリ個数データ選択受付手段による選択を受け付けたカテゴリ個数デ
ータのカテゴリＩＤに関連したカテゴリ特徴語のうち、特徴度が上位のカテゴリ特徴語に
おける文書特徴語をカテゴリ特徴語として提示するカテゴリ特徴語提示手段と、前記カテ
ゴリ特徴語提示手段によるカテゴリ個数データの提示中、複数個のカテゴリ個数データの
各カテゴリＩＤの和集合である複数の比較対象からなる比較対象集合の選択を受け付ける
比較対象集合選択受付手段と、前記比較対象集合選択受付手段による選択を受け付けた比
較対象集合内の各カテゴリＩＤに関連付けられた各文書ＩＤに関連した文書特徴語毎に、
当該各文書ＩＤに関連した全ての文書中で当該文書特徴語が出現する文書数を算出する第
１文書数算出手段と、前記比較対象集合選択受付手段による選択を受け付けた比較対象集
合内の比較対象毎に、当該比較対象内の各カテゴリＩＤに関連付けられた各文書ＩＤに関
連した文書特徴語が当該各文書ＩＤの文書中で出現する文書数を算出する第２文書数算出
手段と、前記比較対象集合選択受付手段による選択を受け付けた比較対象集合内の各カテ
ゴリＩＤに関連付けられた各文書ＩＤに関連した文書特徴語毎に、前記第１文書数算出手
段により算出された文書数と、前記第２文書数算出手段により算出された文書数とに基づ
いて、各比較対象における当該文書特徴語の相違性を表す度合いの相違特徴度を算出し、
相違特徴度が上位の文書特徴語をカテゴリ相違特徴語として送出するカテゴリ相違特徴語
送出手段と、前記カテゴリ相違特徴語送出手段により送出されたカテゴリ相違特徴語を提
示するカテゴリ相違特徴語提示手段と、を備えた特徴語抽出装置である。
【００１７】
　なお、本発明の一つの局面は、装置として表現したが、これに限らず、方法、プログラ
ム又はプログラムを記憶したコンピュータ読取り可能な記憶媒体として表現してもよい。
【００１８】
　（作用）
　このような本発明の一つの局面においては、カテゴリＩＤに関連した文書ＩＤの個数を
含むカテゴリ個数データの提示中に、選択を受け付けたカテゴリ個数データのカテゴリＩ
Ｄに関連したカテゴリ特徴語のうち、特徴度が上位のカテゴリ特徴語における文書特徴語
をカテゴリ特徴語として提示する。
【００１９】
　また、本発明の一つの局面においては、カテゴリ個数データの提示中、複数個のカテゴ
リ個数データの各カテゴリＩＤの和集合である複数の比較対象からなる比較対象集合の選
択を受け付けると、選択を受け付けた比較対象集合内の各カテゴリＩＤに関連付けられた
各文書ＩＤに関連した文書特徴語毎に、各比較対象における当該文書特徴語の相違性を表
す度合いの相違特徴度を算出し、相違特徴度が上位の文書特徴語をカテゴリ相違特徴語と
して提示する。
【００２０】
　このように、選択したカテゴリ個数データに応じて、カテゴリ特徴語やカテゴリ相違特
徴語といった特徴語を提示する構成により、事前に定義された属性に限らずに分析軸の候
補として特徴語を提示できると共に、着目すべき比較範囲の絞り込みや、着目すべき特徴
語の参照を支援することができる。
【発明の効果】
【００２１】
　以上説明したように本発明によれば、事前に定義された属性に限らずに分析軸の候補と
して特徴語を提示できると共に、着目すべき比較範囲の絞り込みや、着目すべき特徴語の
参照を支援できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施形態に係る特徴語抽出装置の構成を示すブロック図である。
【図２】同実施形態における文書記憶部を説明するための模式図である。
【図３】同実施形態におけるカテゴリ記憶部を説明するための模式図である。
【図４】同実施形態における特徴語記憶部を説明するための模式図である。
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【図５】同実施形態における特徴語抽出部の動作を説明するためのフローチャートである
。
【図６】同実施形態におけるカテゴリ特徴語抽出部の動作を説明するためのフローチャー
トである。
【図７】同実施形態におけるカテゴリ共通特徴語抽出部の動作を説明するためのフローチ
ャートである。
【図８】同実施形態におけるカテゴリ個数データをセルに提示した画面例を示す模式図で
ある。
【図９】同実施形態における比較対象集合を選択した画面例を示す模式図である。
【図１０】同実施形態における共通特徴語を表示した画面例を示す模式図である。
【図１１】同実施形態におけるカテゴリ相違特徴語抽出部の動作を説明するためのフロー
チャートである。
【図１２】同実施形態における共通特徴語と相違特徴語を表示した画面例を示す模式図で
ある。
【図１３】同実施形態における関連カテゴリ提示部の動作を説明するためのフローチャー
トである。
【図１４】同実施形態におけるユーザ操作・提示部の動作を説明するためのフローチャー
トである。
【図１５】同実施形態におけるカテゴリ特徴語を表示した画面例を示す模式図である。
【図１６】同実施形態における関連カテゴリのセルを強調表示した画面例を示す模式図で
ある。
【図１７】同実施形態におけるカテゴリ特徴語から着目語を選択したときの画面例を示す
模式図である。
【図１８】同実施形態における比較対象の絞り込みと特徴語の表示例を示す模式図である
。
【図１９】同実施形態における着目語の変更と関連カテゴリの表示例を示す模式図である
。
【図２０】同実施形態におけるクロス分析の画面例を示す模式図である。
【図２１】同実施形態における他のクロス分析の画面例を示す模式図である。
【図２２】同実施形態における更に他のクロス分析の画面例を示す模式図である。
【図２３】同実施形態におけるグラフ表示の画面例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の一実施形態について図面を用いて説明する。なお、以下の装置は、装置
毎に、ハードウェア構成、又はハードウェア資源とソフトウェアとの組合せ構成のいずれ
でも実施可能となっている。組合せ構成のソフトウェアとしては、予めネットワーク又は
記憶媒体から対応する装置のコンピュータにインストールされ、対応する装置の機能を実
現させるためのプログラムが用いられる。また、以下の説明で用いられる用語と記号の定
義は、次の表１及び表２に示す通りである。
【００２４】
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【００２５】
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【表２】

【００２６】
　なお、以下で説明する実施形態においては、複数の文書からなる文書集合を入力とし、
その文書集合に含まれる文書ＩＤに関連した文書特徴語が、当該文書ＩＤの文書中で出現
する文書数（文書の中で出現する特徴後の数を含む概念）を算出する処理（出現文書数算
出機能）に、特に特徴があるといえる。
【００２７】
 従って、全文書中出現文書数算出機能と、カテゴリ文書中出現文書数算出機能と、第１
文書数算出機能と、第２文書数算出機能とを例にして、出現文書数算出機能を説明してい
く。なぜならば、上記の各表で定義されている全文書集合、カテゴリ、比較対象集合（比
較対象の集合）、比較対象（カテゴリの集合）などについて、各入力の種類は異なってい
ても、これらはいずれも文書集合（文書ＩＤの集合）と換言することができるからである
。
【００２８】
　図１は本発明の一実施形態に係る特徴語抽出装置の構成を示すブロック図であり、図２
乃至図４は同装置内の各記憶部１０，２０，３０を説明するための模式図である。この特
徴語抽出装置は、文書記憶部１０、カテゴリ記憶部２０、特徴語記憶部３０、特徴語抽出
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部４０及びユーザ操作・提示部５０を備えている。
【００２９】
　文書記憶部１０は、各部４０，５０から読出／書込可能な記憶装置であり、図２に示す
ように、文書データ１０ｄを記憶している。文書データ１０ｄは、各文書を識別する文書
ＩＤとしての文書１１ｄと、内容テキスト情報（文字列情報）１２ｄとしての文書名１２
ｄ及び／又は本文１５ｄとを有する複数の文書を電子化したデータであり、ここでは特許
文献の例が図示されている。なお、文書データ１０ｄは、文書ＩＤ１１ｄと内容テキスト
情報に加え、出願日１３ｄや出願人１４ｄなどの属性値を有していてもよい。
【００３０】
　カテゴリ記憶部２０は、各部４０，５０から読出／書込可能な記憶装置であり、図３に
示すように、カテゴリＩＤ２１ｃ毎に１つ以上の文書ＩＤからなる所属文書情報２２ｃを
関連付けて記憶している。ここで、カテゴリＩＤ及び所属文書情報２２ｃの集合をカテゴ
リデータ２０ｃと呼ぶ。１つのカテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた所属文書情報２２ｃ
内の文書ＩＤの集合は特徴語抽出の最小単位となる文書集合を示しており、この文書集合
がカテゴリとも呼ばれる。例えば、カテゴリＩＤ＝Ｃ０１で識別されるカテゴリは、文書
ＩＤ＝Ｄ１７、Ｄ２３、Ｄ４１で識別される文書が所属している。このカテゴリデータ２
０ｃは、予め与えられるものである。例えば、文書クラスタリングなどの文書分類技術に
よる分類結果をカテゴリデータ２０ｃとしてもよく、文書の作成年や作成者といった属性
値によって分割される文書の集合をカテゴリデータ２０ｃとしてもよい。さらに、一つの
文書がただ一つのカテゴリに所属するようなカテゴリ構造でもよく、１つの文書が複数の
カテゴリに所属するようなカテゴリ構造でもよい。カテゴリデータ２０ｃは、カテゴリＩ
Ｄ２１ｃと所属文書情報２２ｃ以外にも、カテゴリ名やラベルなどの属性情報を有してい
てもよい。
【００３１】
　特徴語記憶部３０は、各部４０，５０からから読出／書込可能な記憶装置であり、図４
に示すように、文書特徴語データ３０ｄｔ及びカテゴリ特徴語データ３０ｃｔを記憶する
。
【００３２】
　文書特徴語データ３０ｄｔは、文書記憶部１０内の文書毎に、当該文書の文書ＩＤ３１
ｄｔと、当該文書の内容テキスト情報から抽出された文書特徴語３２ｄｔとを関連付けた
データである。この文書特徴語３２ｄｔは、文書特徴語抽出部４１において、文書記憶部
１０に記憶された文書データの内容テキスト情報を形態素解析して得られた単語の集合か
ら、不要語を除去して抽出された単語の集合である。不要語の除去では、名詞や未知語と
いった品詞で、特徴語として利用する単語の条件に合致しない単語や、”こと”や”もの
”という一般性が高く特徴語として不適切な単語を排除する。反対に、文書中に１回しか
出現しないような出現頻度が極端に少ない単語も不要語として排除してもよい。特許文献
やメール文書といった特徴語抽出の対象となる文書の種類や、調査や分析といった特徴語
抽出の目的などに応じて、保持する品詞の種類を変更することができる。この例では、文
書特徴語データ３０ｄｔとして文書特徴語３２ｄｔを単語のみで保持しているが、文書中
での単語の出現回数ＴＦを各文書特徴語３２ｄｔの当該単語に関連付けて保持してもよい
。ＴＦは、特徴語抽出において、単語の特徴語を求める際の１つの指標として利用するこ
とができる。
【００３３】
　カテゴリ特徴語データ３０ｃｔは、カテゴリ記憶部２０内のカテゴリＩＤ２１ｃ及び文
書所属情報２２ｃと同一のカテゴリＩＤ３１ｃｔ及び所属文書情報３２ｃｔと、当該カテ
ゴリＩＤ３１ｃｔに関連したカテゴリ特徴語３３ｃｔとを関連付けたデータである。カテ
ゴリ特徴語３３ｃｔは、所属文書情報３２ｃｔ内の文書ＩＤに関連した文書特徴語３２ｄ
ｔである各単語と、当該各単語に付加された特徴度とからなる。
【００３４】
　特徴語抽出部４０は、文書特徴語抽出部４１、カテゴリ特徴語抽出部４２、カテゴリ共
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通特徴語抽出部４３及びカテゴリ相違特徴語抽出部４４を備えている。なお、カテゴリ共
通特徴語抽出部４３及びカテゴリ相違特徴語抽出部４４は、いずれか一方があれば文書集
合の分析が可能なため、いずれか一方を残し、他方を省略することも可能である。
【００３５】
　文書特徴語抽出部４１は、文書記憶部１０内の文書毎に内容テキスト情報を形態素解析
し、形態素解析の結果から文書特徴語を抽出し、当該抽出した文書特徴語と、当該文書特
徴語に対応する文書の文書ＩＤとを関連付けた文書特徴語データ３０ｄｔを文書特徴語記
憶部３０に書き込む機能をもっている。ここで、文書特徴語の抽出は、例えば形態素解析
の結果から、文書中に１回しか出現してないなど、特徴語抽出において不要な単語（不要
語）を排除する処理により実行すればよい。
【００３６】
　カテゴリ特徴語抽出部４２は、以下の各機能(f42-1)～(f42-5)をもっている。　
　(f42-1)　文書記憶部１０内の文書特徴語毎に、文書記憶部１０の全ての文書中で当該
文書特徴語が出現する文書数を算出する全文書中出現文書数算出機能。
【００３７】
　(f42-2)　カテゴリ記憶部２０内のカテゴリＩＤ２１ｃ毎に、当該カテゴリＩＤ２１ｃ
に関連付けられた文書ＩＤに関連した文書特徴語が当該文書ＩＤの文書中で出現する文書
数を算出するカテゴリ文書中出現文書数算出機能。
【００３８】
　(f42-3)　全文書中出現文書数算出機能により算出された文書数と、カテゴリ文書中出
現文書数算出機能により算出された文書数とに基づいて、全文書中におけるカテゴリＩＤ
２１ｃに関連した文書に対する当該文書特徴語の特徴度を算出する特徴度算出機能。文書
特徴語の特徴度は、カテゴリに属する文書の文書特徴語の統計情報に基づいて算出される
。
【００３９】
　(f42-4)　この文書特徴語に当該特徴度を付加したカテゴリ特徴語３３ｃｔを作成する
機能。
【００４０】
　(f42-5)　当該作成したカテゴリ特徴語３３ｃｔと当該カテゴリ特徴語３３ｃｔに関連
したカテゴリＩＤ３１ｃｔ及び所属文書情報３２ｃｔとを関連付けたカテゴリ特徴語デー
タ３０ｃｔを特徴語記憶部３０に書き込む機能。
【００４１】
　カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、以下の各機能(f43-1)～(f43-3)をもっている。
【００４２】
　(f43-1)　ユーザ操作により共通・相違特徴語提示部５３が選択を受け付けた比較対象
集合内の各カテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた所属文書情報２２ｃの各文書ＩＤに関連
した文書特徴語毎に、当該各文書ＩＤに関連した全ての文書中で当該文書特徴語が出現す
る文書数を算出する第１文書数算出機能。
【００４３】
　(f43-2)　選択を受け付けた比較対象集合内の比較対象毎に、当該比較対象内の各カテ
ゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた所属文書情報２２ｃの各文書ＩＤに関連した文書特徴語
が当該各文書ＩＤの文書中で出現する文書数を算出する第２文書数算出機能。
【００４４】
　(f43-3)　選択を受け付けた比較対象集合内の各カテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた
所属文書情報２２ｃの各文書ＩＤに関連した文書特徴語毎に、第１文書数算出機能により
算出された文書数と、第２文書数算出機能により算出された文書数とに基づいて、比較対
象集合における当該文書特徴語の共通性を表す度合いの共通特徴度を算出し、共通特徴度
が上位の文書特徴語をカテゴリ共通特徴語として共通・相違特徴語提示部５３に送出する
カテゴリ共通特徴語送出機能。ここで、共通特徴度は、各比較対象集合における各特徴語
の共通性を表す度合いであり、比較対象集合に属する文書の文書集合の統計情報に基づい
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て算出される。
【００４５】
　カテゴリ相違特徴語抽出部４４は、以下の各機能(f44-1)～(f44-3)をもっている。
【００４６】
　(f44-1)　ユーザ操作により共通・相違特徴語提示部５３が選択を受け付けた比較対象
集合内の各カテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた所属文書情報２２ｃの各文書ＩＤに関連
した文書特徴語毎に、当該各文書ＩＤに関連した全ての文書中で当該文書特徴語が出現す
る文書数を算出する第１文書数算出機能。
【００４７】
　(f44-2)　選択を受け付けた比較対象集合内の比較対象毎に、当該比較対象内の各カテ
ゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた所属文書情報２２ｃの各文書ＩＤに関連した文書特徴語
が当該各文書ＩＤの文書中で出現する文書数を算出する第２文書数算出機能。
【００４８】
　(f44-3)　選択を受け付けた比較対象集合内の各カテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた
所属文書情報２２ｃの各文書ＩＤに関連した文書特徴語毎に、第１文書数算出機能により
算出された文書数と、第２文書数算出機能により算出された文書数とに基づいて、各比較
対象における当該文書特徴語の相違性を表す度合いの相違特徴度を算出し、相違特徴度が
上位の文書特徴語をカテゴリ相違特徴語として共通・相違特徴語提示部５３に送出するカ
テゴリ相違特徴語送出機能。ここで、相違特徴度は、各比較対象集合における各特徴語の
相違性を表す度合いであり、それぞれの比較対象に属する文書の文書集合の統計情報に基
づいて算出される。
【００４９】
　ユーザ操作・提示部５０は、画面提示部５１、カテゴリ特徴語提示部５２、相違・共通
特徴語提示部５３及び関連カテゴリ提示部５４を備えている。なお、関連カテゴリ提示部
５４は、文書集合の分析に必須ではなく、省略してもよい。
【００５０】
　画面提示部５１は、ユーザの操作に応じて、各記憶部１０，２０，３０を参照して画面
データを作成する機能と、当該画面データに基づいて画面を提示する機能とをもっている
。ここで、画面データとしては、例えば、カテゴリ記憶部２０内のカテゴリＩＤ２１ｃ毎
に、当該カテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた文書所属情報２２ｃ内の文書ＩＤの個数を
含むカテゴリ個数データを各セルに提示したクロス分析画面の画面データ、選択された特
徴語を分析軸にするようにカテゴリ個数データを修正して各セルに提示したクロス分析画
面の画面データ、提示中のクロス分析画面の画面データに基づくグラフ表示画面の画面デ
ータ、あるいは、提示中のグラフ表示画面の画面データに基づくクロス分析画面の画面デ
ータ、などがある。表示形式は、クロス表示やグラフ表示以外にも、文書集合を平面上に
楕円などで表現したマップ表示や、コンピュータのファイルシステムで使われるようなフ
ォルダ表示でもよい。
【００５１】
　カテゴリ特徴語提示部５２は、ユーザによるカテゴリの選択を受け付け、カテゴリ特徴
語記憶部３０から選択されたカテゴリに対応するカテゴリ特徴語データを取得する。取得
したカテゴリ特徴語データに基づき、該カテゴリにおいて特徴度が上位の特徴語をカテゴ
リ特徴語として、ユーザに提示する。
【００５２】
　相違・共通特徴語提示部５３は、ユーザによる比較対象集合の選択を受け付け、選択さ
れた比較対象集合を特徴語抽出部４０に送出する機能と、特徴語抽出部４０から受けた共
通特徴語を提示する機能と、特徴語抽出部４０から各々の比較対象に対するそれぞれの相
違特徴語を受けると、これらの相違特徴語を各々の比較対象に対応づけて提示する機能と
をもっている。
【００５３】
　関連カテゴリ提示部５４は、ユーザによる着目語集合の選択を受け付け、特徴語記憶部
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３０に記憶されたカテゴリ特徴語データに基づき、その着目語集合と各カテゴリとの関連
度を算出し、関連度が大きいカテゴリを関連カテゴリとして、該当するカテゴリ個数デー
タを強調表示する機能をもっている。ここで、関連度が大きいカテゴリとしては、関連度
がしきい値以上のカテゴリとしたが、これに限らず、関連度が上位ｓ個以内のカテゴリと
してもよい。
【００５４】
　次に、以上のように構成された特徴語抽出装置の動作を図５乃至図２３のフローチャー
トや模式図を参照しながら説明する。
【００５５】
　（特徴語抽出部４１の動作：図５）
　特徴語抽出部４１は、概略的には、文書記憶部１０内の文書毎に内容テキスト情報を形
態素解析し、当該形態素解析の結果から文書特徴語を抽出し、当該抽出した文書特徴語と
、当該文書特徴語に対応する文書の文書ＩＤとを関連付けて特徴語記憶部３０に書き込む
処理を実行する（Ｓ１～Ｓ４）。
【００５６】
　具体的には、特徴語抽出部４１は、文書記憶部１０から、分析対象の全ての文書データ
の集合である全文書集合ｄｏｃＡｌｌを取得する（Ｓ１）。
【００５７】
　次に、特徴語抽出部４１は、この全文書集合ｄｏｃＡｌｌに含まれる文書データｄｏｃ
毎に、ステップＳ３とステップＳ４の処理を繰り返す（Ｓ２）。
【００５８】
　すなわち、特徴語抽出部４１は、文書データｄｏｃ毎に内容テキスト情報を形態素解析
する（Ｓ３）。また、特徴語抽出部４１は、この形態素解析の結果から、特徴語抽出の対
象とする品詞以外の単語や、”こと”、”もの”などの不要語を排除して抽出した単語群
を文書特徴語とする。しかる後、特徴語抽出部４１は、抽出した文書特徴語と文書ＩＤと
を関連付けた文書特徴語データを特徴語記憶部３０に書き込む（Ｓ４）。
【００５９】
　例えば、図２に示す文書データについて、本文２５を分析対象の内容テキスト情報とし
た場合、ステップＳ３とステップＳ４の手順により、図４に示すように、文書特徴語デー
タ３０ｄｔが特徴語記憶部３０に書き込まれる。
【００６０】
　（カテゴリ特徴語抽出部４２の動作：図６）
　カテゴリ特徴語抽出部４２は、概略的には、文書記憶部１０内の文書特徴語毎に、文書
記憶部１０の全ての文書中で当該文書特徴語が出現する文書数ｄｆ（ｔ、ｄｏｃＡｌｌ）
を算出する全文書中出現文書数算出処理（Ｓ１１～Ｓ１３）と、カテゴリ記憶部２０内の
カテゴリＩＤ２１ｃ毎に、当該カテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた所属文書情報２２ｃ
の文書ＩＤに関連した文書特徴語３２ｄｔが当該文書ＩＤの文書中で出現する文書数ｄｆ
（ｔ、ｃａｔ）を算出するカテゴリ文書中出現文書数算出処理（Ｓ１４～Ｓ１８）と、全
文書中出現文書数算出処理により算出された文書数ｄｆ（ｔ、ｄｏｃＡｌｌ）と、カテゴ
リ文書中出現文書数算出処理により算出された文書数ｄｆ（ｔ、ｃａｔ）とに基づいて、
全文書中におけるカテゴリＩＤ２１ｃに関連した文書に対する当該文書特徴語３２ｄｔの
特徴度ｓｃｏｒｅ（ｔ、ｃａｔ）を算出する特徴度算出処理（Ｓ１９）と、この文書特徴
語３２ｄｔに当該特徴度ｓｃｏｒｅ（ｔ、ｃａｔ）を付加したカテゴリ特徴語３３ｃｔを
作成し、当該作成したカテゴリ特徴語３３ｃｔと当該カテゴリ特徴語に関連したカテゴリ
ＩＤ３１ｃｔ（カテゴリＩＤ２１ｃと同一値）及び１つ以上の文書ＩＤを含む所属文書情
報３２ｃｔ（所属文書情報２２ｃと同一値）とを関連付けて特徴語記憶部３０に書き込む
処理（Ｓ２０）とを実行する。
【００６１】
　具体的には、カテゴリ特徴語抽出部４２は、特徴語記憶部３０から全ての文書ｄｏｃＡ
ｌｌの文書特徴語データを取得する（Ｓ１１）。
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　次に、カテゴリ特徴語抽出部４２は、ステップＳ１１によって得られた文書特徴語デー
タに含まれる文書特徴語ｔ毎に、ステップＳ１３の処理を繰り返す（Ｓ１２）。
【００６３】
　すなわち、カテゴリ特徴語抽出部４２は、文書特徴語ｔ毎に、全ての文書ｄｏｃＡｌｌ
の文書特徴語データを参照しながら、全文書集合ｄｏｃＡｌｌ中で当該文書特徴語ｔが出
現する文書数ｄｆ（ｔ、ｄｏｃＡｌｌ）を求める処理（Ｓ１３）を繰り返す。
【００６４】
　しかる後、カテゴリ特徴語抽出部４２は、カテゴリ記憶部２０から全てのカテゴリデー
タ２０ｃを取得する（Ｓ１４）。
【００６５】
　また、カテゴリ特徴語抽出部４２は、全てのカテゴリｃａｔについて、カテゴリＩＤ２
１ｃ毎に、ステップＳ１６～Ｓ２０の処理を繰り返す（Ｓ１５）。
【００６６】
　さらに、カテゴリ特徴語抽出部４２は、当該カテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた所属
文書情報２２ｃの文書ＩＤに関連した文書特徴語を特徴語記憶部３０から読み出すことに
より、特徴語記憶部３０から、カテゴリｃａｔに所属する複数の文書について、それぞれ
の文書の文書特徴語データを取得する（Ｓ１６）。
【００６７】
　続いて、カテゴリ特徴語抽出部４２は、取得した文書特徴語データに含まれる文書特徴
語ｔ毎に、ステップＳ１８の処理を繰り返す（Ｓ１７）。
【００６８】
　カテゴリ特徴語抽出部４２は、文書特徴語ｔ毎に、ステップＳ１６で取得した文書特徴
語データを参照しながら、カテゴリｃａｔに所属する複数の文書中で、文書特徴語ｔが出
現する文書数ｄｆ（ｔ、ｃａｔ）を求める（Ｓ１８）。
【００６９】
　カテゴリ特徴語抽出部４２は、ステップＳ１３で求めた文書数ｄｆ（ｔ、ｄｏｃＡｌｌ
）と、ステップＳ１８で求めた文書数ｄｆ（ｔ、ｃａｔ）に基づき、全文書集合ｄｏｃＡ
ｌｌにおけるカテゴリｃａｔに対する特徴語ｔの特徴度ｓｃｏｒｅ（ｔ、ｃａｔ）を算出
する（Ｓ１９）。
【００７０】
　具体的には、特徴度ｓｃｏｒｅ（ｔ、ｃａｔ）は、各文書数ｄｆ（ｔ、ｄｏｃＡｌｌ）
，ｄｆ（ｔ、ｃａｔ）に基づいて、表３に示すように、共通パラメータａ，ｂ，ｃ，ｄ，
ｎを算出した後、表４に示す如き、いずれかの統計指標として算出される。
【００７１】
【表３】

【００７２】
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【表４】

【００７３】
　ここでは、対数尤度比ＬＬＲという統計指標として、各単語ｔの特徴度ｓｃｏｒｅ（ｔ
，ｃａｔ）を算出している。但し、統計指標は、対数尤度比ＬＬＲに限らず、例えば、ダ
イス係数Ｄｉｃｅ、イエーツ補正χ２乗値Ｙａｔｅｓ’又は自己相互情報量ＭＩ等として
もよい。なお、各統計指標にはそれぞれ特徴があるため、各統計指標の特徴に応じて、得
られる特徴語の傾向が異なる。
【００７４】
　例えば、ダイス係数Ｄｉｃｅは、カテゴリｃａｔ内で単語ｔが出現する文書数ｄｆ（ｔ
、ｃａｔ）の大きい単語ｔ（カテゴリｃａｔに多く含まれる単語（高頻度））を高く評価
する。
【００７５】
　イエーツ補正χ２乗値Ｙａｔｅｓ’は、全文書集合ｄｏｃＡｌｌ中での出現確率に対し
、カテゴリｃａｔ中での出現確率が高い単語を高く評価する。結果として、イエーツ補正
χ２乗値Ｙａｔｅｓ’は、対数尤度比ＬＬＲやダイス係数Ｄｉｃｅを利用した場合よりも
、比較的低頻度の単語が特徴語として抽出されやすい。
【００７６】
　自己相互情報量ＭＩは、全文書集合ｄｏｃＡｌｌ中での出現確率と、カテゴリｃａｔ中
での出現確率とで偏りの大きい単語を高く評価する。但し、自己相互情報量ＭＩは、低頻
度語を過大評価する傾向があるため、利用する場合、ｄｆ（ｔ、ｃａｔ）が極端に小さい
単語を特徴語から排除するなどの処理が必要となる。以上の各統計量の詳細については、
非特許文献１に記載されている。
【００７７】
　カテゴリ特徴語抽出部４２は、ステップＳ１９で算出した各特徴語の特徴度ｓｃｏｒｅ
（ｔ，ｃａｔ）を、その特徴語に付加したカテゴリ特徴語情報３３ｃｔとして、カテゴリ
ｃａｔのカテゴリデータ２０ｃに付加したカテゴリ特徴語データ３０ｃｔを特徴語記憶部
３０に格納する（Ｓ２０）。
【００７８】
　（カテゴリ共通特徴語抽出部４３の動作：図７）
　画面提示部５１は、図８に示すように、カテゴリ記憶部２０内のカテゴリＩＤ２１ｃ毎
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に、当該カテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた文書ＩＤの個数を含むカテゴリ個数データ
を提示した画面Ｇ１０を表示する。例えば、画面Ｇ１０内のセルｃ１，ｃ２は、図示しな
いカテゴリＩＤ２１毎に表示されており、各セルｃ１，ｃ２内の値“７５”，“５０”が
カテゴリ個数データに相当している。
【００７９】
　相違・共通特徴語提示部５３は、画面提示部５１によるカテゴリ個数データの提示中、
ユーザの操作により、複数個のカテゴリ個数データの各カテゴリＩＤの和集合である複数
の比較対象ｃｍｐ_ｉからなる比較対象集合ｔｇｔＳｅｔの選択を受け付ける。例えば図
９に示す場合、第１の比較対象ｃｍｐ１は、実線枠ｆ１で囲まれた５つのカテゴリ個数デ
ータ“６５”，“５０”，“６９”，“７５”，“７２”の各カテゴリＩＤの和集合であ
り、第２の比較対象ｃｍｐ２は、点線枠ｆ２で囲まれた５つのカテゴリ個数データ“１０
”，“２１”，“４５”，“５３”，“３５”の各カテゴリＩＤの和集合である。
【００８０】
　カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、概略的には、相違・共通特徴語提示部５３により選
択を受け付けた比較対象集合ｔｇｔＳｅｔ内の各カテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた所
属文書情報２２ｃの各文書ＩＤに関連した文書特徴語毎に、当該各文書ＩＤに関連した全
ての文書（ｔｇｔＤｏｃｓ）中で当該文書特徴語が出現する文書数ｄｆ（ｔ、ｔｇｔＤｏ
ｃｓ）を算出する第１文書数算出処理（Ｓ２１～Ｓ２５）と、選択を受け付けた比較対象
集合ｔｇｔＳｅｔ内の比較対象ｃｍｐ_ｉ毎に、当該比較対象ｃｍｐ_ｉ内の各カテゴリＩ
Ｄ２１ｃに関連付けられた所属文書情報２２ｃの各文書ＩＤに関連した文書特徴語が当該
各文書ＩＤの文書中で出現する文書数ｄｆ（ｔ、ｃｍｐ）を算出する第２文書数算出処理
（Ｓ２６～Ｓ２９）と、選択を受け付けた比較対象集合ｔｇｔＳｅｔ内の各カテゴリＩＤ
２１ｃに関連付けられた所属文書情報２２ｃの各文書ＩＤに関連した文書特徴語毎に、第
１文書数算出処理により算出された文書数ｄｆ（ｔ、ｔｇｔＤｏｃｓ）と、第２文書数算
出処理により算出された文書数ｄｆ（ｔ、ｃｍｐ）とに基づいて、比較対象集合ｔｇｔＳ
ｅｔにおける当該文書特徴語の共通性を表す度合いの共通特徴度ｃｏｍ（ｔ、ｔｇｔＳｅ
ｔ）を算出し、共通特徴度ｃｏｍ（ｔ、ｔｇｔＳｅｔ）が上位の文書特徴語をカテゴリ共
通特徴語として相違・共通特徴語提示部５３に送出する処理を実行する（Ｓ３０～Ｓ３１
）。
【００８１】
　具体的には、カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、ユーザ操作・提示部５０から、ユーザ
によって選択された各カテゴリ個数データに対応する複数の比較対象ｃｍｐ（各文書ＩＤ
）からなる比較対象集合ｔｇｔＳｅｔを取得する（Ｓ２１）。
【００８２】
　カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、比較対象集合ｔｇｔＳｅｔに含まれる全ての比較対
象ｃｍｐの和集合をとり、比較範囲ｔｇｔＤｏｃｓを求める（Ｓ２２）。
【００８３】
　カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、比較範囲ｔｇｔＤｏｃｓに含まれる全ての文書ＩＤ
に関連した文書特徴語データを、特徴語記憶部３０から取得する（Ｓ２３）。
【００８４】
　カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、ステップＳ２３で取得した文書特徴語データに含ま
れる全ての特徴語ｔについて、ステップＳ２５を繰り返す（Ｓ２４）。
【００８５】
　カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、ステップＳ２３で取得した文書特徴語データを参照
しながら、比較範囲ｔｇｔＤｏｃｓに含まれる文書ＩＤに関連した文書の中で、特徴語ｔ
が出現する文書数ｄｆ（ｔ、ｔｇｔＤｏｃｓ）を求める（Ｓ２５）。
【００８６】
　カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、比較対象集合ｔｇｔＳｅｔに含まれる比較対象ｃｍ
ｐ毎に、ステップＳ２７～Ｓ２９の処理を繰り返す（Ｓ２６）。
【００８７】
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　カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、比較対象ｃｍｐの文書ＩＤに関連する文書特徴語デ
ータを、特徴語記憶部３０から取得する（Ｓ２７）。
【００８８】
　カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、ステップＳ２７で取得した文書特徴語データに含ま
れる全ての特徴語ｔについて、ステップＳ２９の処理を繰り返す（Ｓ２８）。
【００８９】
　カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、ステップＳ２７で取得した文書特徴語データを参照
しながら、比較対象ｃｍｐの文書ＩＤに関連した文書の中で、単語ｔが出現する文書数ｄ
ｆ（ｔ、ｃｍｐ）を求める（Ｓ２９）。
【００９０】
　カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、ステップＳ２５で算出した比較範囲ｔｇｔＤｏｃｓ
内で単語が出現する文書数ｄｆ（ｔ、ｔｇｔＤｏｃｓ）と、ステップＳ２９で算出した各
比較対象ｃｍｐ内で単語が出現する文書数ｄｆ（ｔ、ｃｍｐ）に基づき、比較範囲ｔｇｔ
Ｄｏｃｓ内の文書に含まれる全ての単語ｔについて、比較対象集合ｔｇｔＳｅｔにおける
共通特徴度ｃｏｍ（ｔ、ｔｇｔＳｅｔ）を算出する（Ｓ３０）。
【００９１】
　具体的には、共通特徴度ｃｏｍ（ｔ、ｔｇｔＳｅｔ）を算出する場合、始めに、各文書
数ｄｆ（ｔ、ｔｇｔＤｏｃｓ），ｄｆ（ｔ、ｃｍｐ）に基づいて、表５に示すように、共
通パラメータａ’，ｂ’，ｃ’，ｄ’，ｎ’を算出した後、表６に示す如き、いずれかの
統計指標として評価値ｅｖａｌ（ｔ，ｃｍｐ_ｉ）を算出する。
【００９２】

【表５】

【００９３】
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【表６】

【００９４】
　続いて、比較対象ｃｍｐ_ｉの評価値ｅｖａｌ（ｔ，ｃｍｐ_ｉ）の総和を算出し、得ら
れた総和の値を、比較範囲ｔｇｔＤｏｃｓにおける単語ｔの共通特徴度ｃｏｍ（ｔ，ｔｇ
ｔＳｅｔ）とする。
【００９５】
　この指標では、より多くの比較対象ｃｍｐ_ｉに特徴語として含まれ、かつそれぞれの
比較対象ｃｍｐ_ｉで、より高い評価値ｅｖａｌ（ｔ，ｃｍｐ_ｉ）を持つ単語ほど、共通
特徴語として高く評価される。
【００９６】
　ここでは、例えば対数尤度比ＬＬＲという統計指標を用いて、単語の共通特徴語ｃｏｍ
（ｔ、ｔｇｔＳｅｔ）を求めている。なお、対数尤度比ＬＬＲに代えて、前述したイエー
ツχ２乗値や自己相互情報量ＭＩなどの統計指標を用いてもよい。
【００９７】
　このような統計指標において、全文書集合ｄｏｃＡｌｌにおける各特徴語ｔの出現頻度
ｄｆ（ｔ、ｄｏｃＡｌｌ）や、各カテゴリｃａｔにおける各単語の出現頻度ｄｆ（ｔ、ｃ
ａｔ）も利用してもよい。
【００９８】
　しかる後、カテゴリ共通特徴語抽出部４３は、ステップＳ３０で算出した各特徴語の共
通特徴度ｃｏｍ（ｔ、ｔｇｔＳｅｔ）について、上位ｒ個の単語をｔｇｔＳｅｔの共通特
徴語ｃｏｍＴｅｒmｓとして、ユーザ操作・提示部５０に送出する（Ｓ３１）。
【００９９】
　ここで、ｒとは共通特徴語、相違特徴語及びカテゴリ特徴語の提示において、提示する
特徴語の個数の設定値であり、事前に設定されてもよく、特徴語抽出を行う都度設定され
てもよい。また、共通特徴度ｃｏｍ（ｔ、ｔｇｔＳｅｔ）が上位ｒ個以内の特徴語を共通
特徴語としたが、これに限らず、共通特徴度ｃｏｍ（ｔ、ｔｇｔＳｅｔ）がしきい値以上
の特徴語を共通特徴語としてもよい。
【０１００】
　相違・共通特徴語提示部５３は、図１０に示すように、ステップＳ３１で送出されたｒ
個のカテゴリ共通特徴語をリストＬｃｏｍに提示する。



(19) JP 5023176 B2 2012.9.12

10

20

30

40

【０１０１】
　（カテゴリ相違特徴語抽出部４４の動作：図１１）
　画面提示部５１は、図８に示したように、カテゴリ記憶部２０内のカテゴリＩＤ２１ｃ
毎に、当該カテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた文書ＩＤの個数を含むカテゴリ個数デー
タを提示した画面Ｇ１０を表示する。
【０１０２】
　相違・共通特徴語提示部５３は、画面提示部５１によるカテゴリ個数データの提示中、
ユーザの操作により、複数個のカテゴリ個数データの各カテゴリＩＤの和集合である複数
の比較対象ｃｍｐ_ｉからなる比較対象集合ｔｇｔＳｅｔの選択を受け付ける。
【０１０３】
　カテゴリ相違特徴語抽出部４４は、概略的には、図９に示したように相違・共通特徴語
提示部５３により選択を受け付けた比較対象集合ｔｇｔＳｅｔ内の各カテゴリＩＤ２１ｃ
に関連付けられた所属文書情報２２ｃの各文書ＩＤに関連した文書特徴語毎に、当該各文
書ＩＤに関連した全ての文書（ｔｇｔＤｏｃｓ）中で当該文書特徴語が出現する文書数ｄ
ｆ（ｔ、ｔｇｔＤｏｃｓ）を算出する第１文書数算出処理（Ｓ４１～Ｓ４５）と、選択を
受け付けた比較対象集合ｔｇｔＳｅｔ内の比較対象ｃｍｐ_ｉ毎に、当該比較対象ｃｍｐ_
ｉ内の各カテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた所属文書情報２２ｃの各文書ＩＤに関連し
た文書特徴語が当該各文書ＩＤの文書中で出現する文書数ｄｆ（ｔ、ｃｍｐ）を算出する
第２文書数算出処理（Ｓ４６～Ｓ４９）と、選択を受け付けた比較対象集合ｔｇｔＳｅｔ
内の各カテゴリＩＤ２１ｃに関連付けられた所属文書情報２２ｃの各文書ＩＤに関連した
文書特徴語毎に、第１文書数算出処理により算出された文書数ｄｆ（ｔ、ｔｇｔＤｏｃｓ
）と、第２文書数算出処理により算出された文書数ｄｆ（ｔ、ｃｍｐ）とに基づいて、各
比較対象ｃｍｐ_ｉにおける当該文書特徴語の相違性を表す度合いの相違特徴度ｄｉｆｆ
（ｔ、ｃｍｐ）を算出し、相違特徴度ｄｉｆｆ（ｔ、ｃｍｐ）が上位の文書特徴語をカテ
ゴリ相違特徴語として相違・共通特徴語提示部５３に送出する処理を実行する（Ｓ５０～
Ｓ５１）。
【０１０４】
　具体的には、カテゴリ相違特徴語抽出部４４は、前述したステップＳ２１～Ｓ２９と同
様に、ステップＳ４１～Ｓ４９を実行する。なお、ステップＳ４１～Ｓ４９に代えて、ス
テップＳ２１～Ｓ２９の結果をステップＳ５０で用いるようにカテゴリ相違特徴語抽出部
４４を変形してもよい。逆に、ステップＳ２１～Ｓ２９に代えて、ステップＳ４１～Ｓ４
９の結果をステップＳ３０で用いるようにカテゴリ共通特徴語抽出部４３を変形してもよ
い。
【０１０５】
　ステップＳ４１～Ｓ４９の実行後、カテゴリ相違特徴語抽出部４４は、ステップＳ２５
と同様のステップＳ４５で算出した比較範囲ｔｇｔＤｏｃｓ内で単語が出現する文書数ｄ
ｆ（ｔ、ｔｇｔＤｏｃｓ）と、ステップＳ２９と同様のステップＳ４９で算出した各比較
対象ｃｍｐ内で単語が出現する文書数ｄｆ（ｔ、ｃｍｐ）に基づき、比較範囲ｔｇｔＤｏ
ｃｓ内の文書に含まれる全ての特徴語ｔについて、各比較対象ｃｍｐに対する相違特徴度
ｄｉｆｆ（ｔ、ｃｍｐ）を算出する（Ｓ５０）。
【０１０６】
　具体的には、相違特徴度ｄｉｆｆ（ｔ、ｃｍｐ）としては、各文書数ｄｆ（ｔ、ｔｇｔ
Ｄｏｃｓ），ｄｆ（ｔ、ｃｍｐ）に基づいて、表７に示すように、共通パラメータａ”，
ｂ”，ｃ”，ｄ”，ｎ”を算出した後、表８に示す如き、いずれかの統計指標として相違
特徴度ｄｉｆｆ（ｔ、ｃｍｐ）とする。ここでは、例えば、Ｔ統計量を相違特徴度ｄｉｆ
ｆ（ｔ、ｃｍｐ）とする場合について述べる。
【０１０７】
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【表７】

【０１０８】
【表８】

【０１０９】
　相違特徴度ｄｉｆｆ（ｔ、ｃｍｐ）は、Ｔ統計量を利用して、単語ｔについて、比較対
象ｃｍｐ_ｉと、比較範囲ｔｇｔＤｏｃｓから比較対象ｃｍｐ_ｉを除いた差集合ｃｍｐＤ
ｏｃｓ_ｉとの間の出現頻度の平均の差に基づき、有意性を求める指標である。これによ
り、比較対象ｃｍｐ_ｉにおいて、比較対象以外の比較範囲（ｃｍｐＤｏｃｓ_ｉ）に比べ
、有意に出現頻度の多い単語を相違特徴語として抽出することができる。なお、Ｔ統計量
（Ｔスコアともいう）については、例えば非特許文献３に記載されている。また、Ｔ統計
量に代えて、特徴度の算出の説明で述べたような対数尤度比ＬＬＲやχ２乗値、自己相互
情報量ＭＩなどの統計指標を使ってもよい。
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【０１１０】
　このような統計指標において、全文書集合ｄｏｃＡｌｌにおける各特徴語ｔの出現頻度
ｄｆ（ｔ、ｄｏｃＡｌｌ）や、各カテゴリｃａｔにおける各特徴語の出現頻度ｄｆ（ｔ、
ｃａｔ）も利用してもよい。
【０１１１】
　カテゴリ相違特徴語抽出部４４は、比較対象集合ｔｇｔＳｅｔに含まれるそれぞれの対
象集合ｃｍｐについて、ステップＳ５０で算出した各特徴語の相違特徴度ｄｉｆｆ（ｔ、
ｃｍｐ）が上位ｒ個の特徴語を、相違特徴語ｄｉｆｆＴｅｒｍｓ（ｃｍｐ）として、ユー
ザ操作・提示部５０に送出する（Ｓ５１）。ここで、上位個数ｒは前述した設定値である
。また、相違特徴度ｄｉｆｆＴｅｒｍｓ（ｃｍｐ）が上位ｒ個以内の特徴語を相違特徴語
としたが、これに限らず、相違特徴度ｄｉｆｆＴｅｒｍｓ（ｃｍｐ）がしきい値以上の特
徴語を相違特徴語としてもよい。
【０１１２】
　相違・共通特徴語提示部５３は、図１２に示すように、ステップＳ５１で送出された各
ｒ個のカテゴリ相違特徴語をリストＬｄｉｆ１，Ｌｄｉｆ２に提示する。
【０１１３】
　（関連カテゴリ提示部５４の動作：図１３）
　関連カテゴリ提示部５４は、概略的には、例えば相違・共通特徴語提示部５３によるカ
テゴリ相違特徴語の提示中、ユーザの操作により、複数のカテゴリ相違特徴語からなる着
目語集合ｔｇｔＴｅｒｍｓの選択を受けると、当該選択を受け付けた着目語集合ｔｇｔＴ
ｅｒｍｓと、カテゴリ特徴語記憶部３０内のカテゴリ特徴語との関連度ｒｅｌ（ｃａｔ、
ｔｇｔＴｅｒｍｓ）を算出し、関連度ｒｅｌ（ｃａｔ、ｔｇｔＴｅｒｍｓ）の高いカテゴ
リ特徴語に関連付けられたカテゴリＩＤに関連したカテゴリ個数データを強調表示する（
Ｓ６１～Ｓ６６）。
【０１１４】
　具体的には、関連カテゴリ提示部５４は、ユーザによって選択された複数の単語から構
成される着目語集合ｔｇｔＴｅｒｍｓを取得する（Ｓ６１）。なお、着目語集合に含まれ
る単語としては、前述したカテゴリ相違特徴語に限らず、カテゴリ特徴語やカテゴリ共通
特徴語などが適宜、選択可能となっている。
【０１１５】
　関連カテゴリ提示部５４は、特徴語記憶部３０から全てのカテゴリ特徴語３３ｃｔを取
得する（Ｓ６２）。
【０１１６】
　関連カテゴリ提示部５４は、全てのカテゴリデータｃａｔについて、ステップＳ６４と
ステップＳ６５の処理を繰り返す（Ｓ６３）。
【０１１７】
　関連カテゴリ提示部５４は、カテゴリデータｃａｔのカテゴリ特徴語３３ｃｔに含まれ
る特徴語を特徴度でソートし、特徴語ランキングｔｅｒｍＲｎｋを求める（Ｓ６４）。
【０１１８】
　関連カテゴリ提示部５４は、着目語集合ｔｇｔＴｅｒｍｓと、特徴語ランキングｔｅｒ
ｍＲｎｋに基づいて、カテゴリｃａｔと着目語集合ｔｇｔＴｅｒｍｓとの関連度ｒｅｌ（
ｃａｔ、ｔｇｔＴｅｒｍｓ）を求める（Ｓ６５）。
【０１１９】
　関連度ｒｅｌ（ｃａｔ、ｔｇｔＴｅｒｍｓ）としては、平均精度と呼ばれる統計指標を
利用することができる。この統計指標は、特徴語ランキングｔｅｒｍＲｎｋにおいて、着
目語集合ｔｇｔＴｅｒｍｓに含まれる単語が、より上位に多く出現する程、高い値をとる
指標である。平均精度の詳細については、非特許文献２に記載されている。関連度ｒｅｌ
（ｃａｔ、ｔｇｔＴｅｒｍｓ）としては、平均精度以外にも、カテゴリｃａｔのカテゴリ
特徴語において、着目語集合ｔｇｔＴｅｒｍｓに存在する単語ｔの特徴度ｓｃｏｒｅ（ｔ
、ｃａｔ）を足し合わせた値としてもよい。
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【０１２０】
　関連カテゴリ提示部５４は、ステップＳ６５により算出された各カテゴリの関連度ｒｅ
ｌ（ｃａｔ、ｔｇｔＴｅｒｍｓ）に基づき、当該関連度ｒｅｌ（ｃａｔ、ｔｇｔＴｅｒｍ
ｓ）がしきい値ｓ以上のカテゴリ特徴語に関連付けられたカテゴリＩＤを、着目語集合ｔ
ｇｔＴｅｒmｓの関連カテゴリｒｅｌＣａｔｓとして、関連カテゴリｒｅｌＣａｔｓに含
まれるカテゴリＩＤに関連したカテゴリ個数データのセルを強調表示する（Ｓ６６）。
【０１２１】
　なお、関連カテゴリとしては、関連度ｒｅｌ（ｃａｔ、ｔｇｔＴｅｒｍｓ）がしきい値
以上のカテゴリに限らず、関連度ｒｅｌ（ｃａｔ、ｔｇｔＴｅｒｍｓ）が上位ｔ個以内の
カテゴリとしてもよい。しきい値ｓや上位個数ｔは、前述した上位個数ｒと同様に、予め
設定されていてもよく、関連カテゴリの提示を行う都度設定されてもよい。
【０１２２】
　（ユーザ操作・提示部５０の動作：図１４）
　次に、以上のような特徴語抽出部４０や関連カテゴリ提示部５４等の処理をユーザ操作
に応じて用いるユーザ操作・提示部５０の動作について説明する。なお、文書特徴語抽出
部４１及びカテゴリ特徴語抽出部４２の動作（ステップＳ１～Ｓ４，Ｓ１１～Ｓ２０）は
予め完了している状態であるとする。
【０１２３】
　ユーザ操作・提示部５０は、概略的には、カテゴリＩＤ毎にカテゴリ個数データをセル
表示し、ユーザによる選択操作に応じて、カテゴリ特徴語、カテゴリ共通特徴語及びカテ
ゴリ相違特徴語を提示し、また、関連カテゴリを強調して提示する処理を実行する（Ｓ１
００～Ｓ１３１）。
【０１２４】
　具体的には、ユーザ操作・提示部５０においては、画面提示部５１が、特徴語記憶部３
０に記憶された全てのカテゴリデータについて、それぞれのカテゴリを１つのセルとして
表示する（Ｓ１００）。
【０１２５】
　この表示例としては、図８の画面Ｇ１０に示すようなクロス表示が挙げられる。この例
では、文書データは図２に示すような特許文献とし、カテゴリとしては、特許文献の出願
人１４ｄの属性値と、出願日１３ｄの上位４桁である出願年の属性値との２つの属性値で
予め分類された文書集合を想定する。ユーザは特許文献から競合他社の技術動向を調査す
る作業中であるものとする。画面Ｇ１０のクロス表示において、一つのセルが１つのカテ
ゴリに相当する。例えば、セルｃ１は、Ｆ社が２００４年に出願した特許文献を含むカテ
ゴリに相当する。なお、表示形式は、クロス表示に限らず、グラフ表示、マップ表示又は
フォルダ表示といった任意の表示形式が使用可能となっている。
【０１２６】
　ステップＳ１１０～Ｓ１１２は、ユーザによるカテゴリの選択を受け付け、該カテゴリ
におけるカテゴリ特徴語を提示するカテゴリ特徴語提示部５２の処理を示している。
【０１２７】
　すなわち、カテゴリ特徴語提示部５２は、ステップＳ１００によりセルとして表示され
たカテゴリに対して、ユーザがカテゴリｃａｔを選択した場合、ステップＳ１１１とＳ１
１２の処理を行う（Ｓ１１０）。
【０１２８】
　カテゴリ特徴語提示部５２は、ユーザが選択したカテゴリｃａｔのカテゴリＩＤに関連
するカテゴリ特徴語データを、特徴語記憶部３０から取得する（Ｓ１１１）。
【０１２９】
　カテゴリ特徴語提示部５２は、取得したカテゴリ特徴語データに含まれる特徴度に基づ
き、特徴度ｓｃｏｒｅ（ｔ、ｃａｔ）が上位ｒ個の特徴語をカテゴリ特徴語として、ユー
ザに提示する（Ｓ１１２）。
【０１３０】
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　例えば、図１５に示すように、ユーザがセル（カテゴリ）ｃ２をマウスのクリックなど
により選択した場合、該カテゴリに対するカテゴリ特徴語をリストＬ２に表示する。これ
により、ユーザは、選択したセルｃ２に含まれる文献の内容の特徴を把握することができ
る。すなわち、選択したセルｃ２に対応するＦ社の２００５年の出願特許におけるカテゴ
リ特徴語のリストＬ２に“検索”や“Ｗｅｂ”という技術用語が有意に出現していること
により、ユーザは、Ｆ社の２００５年における注力技術としては、検索やＷｅｂなどがあ
ることを把握できる。ユーザは、他に選択したセルｃ３があれば、同様にリストＬ３から
、出願年及び企業名の分析軸におけるカテゴリ特徴語を把握することができる。
【０１３１】
　ステップＳ１２０～Ｓ１２６は、ユーザによる比較対象集合ｔｇｔＳｅｔの選択を受け
付け、選択された比較対象集合ｔｇｔＳｅｔを特徴語抽出部４０に送り、特徴語抽出部４
０によって抽出される共通特徴語と相違特徴語を受け取り、ユーザに提示する相違・共通
特徴語提示部５３の処理を示している。
【０１３２】
　すなわち、相違・共通特徴語提示部５３は、ステップＳ１００によって表示されたカテ
ゴリに対して、比較対象集合ｔｇｔＳｅｔとして複数の比較対象を選択した場合、ステッ
プＳ１２１～Ｓ１２６の処理を行う（Ｓ１２０）。
【０１３３】
　相違・共通特徴語提示部５３は、比較対象集合ｔｇｔＳｅｔを特徴語抽出部４０に送る
（Ｓ１２１）。特徴語抽出部４０では、カテゴリ共通特徴語抽出部４３が、前述したステ
ップＳ２１～Ｓ３１の処理を実行し、得られた共通特徴語ｃｏｍＴｅｒｍｓを相違・特徴
語提示部５３に送出する。
【０１３４】
　相違・共通特徴語提示部５３は、特徴語抽出部４０から共通特徴語ｃｏｍＴｅｒｍｓを
受け取り、ユーザに提示する（Ｓ１２２）。
【０１３５】
　相違・共通特徴語提示部５３は、比較対象集合ｔｇｔＳｅｔを特徴語抽出部４０に送る
（Ｓ１２３）。特徴語抽出部４０では、カテゴリ相違特徴語抽出部４４が、前述したステ
ップＳ４１～Ｓ５１の処理を実行し、得られた相違特徴語ｄｉｆｆＴｅｒｍｓを相違・特
徴語提示部５３に送出する。
【０１３６】
　相違・共通特徴語提示部５３は、特徴語抽出部４０から相違特徴語ｄｉｆｆＴｅｒｍｓ
を取得する（Ｓ１２４）。
【０１３７】
　相違・共通特徴語提示部５３は、比較対象集合ｔｇｔＳｅｔに含まれる全ての比較対象
ｃｍｐについて、ステップＳ１２６の処理を繰り返す（Ｓ１２５）。
【０１３８】
　相違・共通特徴語提示部５３は、比較対象ｃｍｐに対する相違特徴語ｄｉｆｆＴｅｒｍ
ｓ（ｃｍｐ）をユーザに提示する（Ｓ１２６）。
【０１３９】
　ステップＳ１２０～Ｓ１２６における表示例は、図１２に示す通りである。ユーザは、
例えば、ユーザがＡ社とＢ社の技術動向を比較したい場合、画面Ｇ１０においてＡ社に関
するカテゴリを示す複数のセルを実線枠ｆ１のように選択することにより１つの比較対象
を選択する。
【０１４０】
　また、もう一つの比較対象として、Ｂ社に関するカテゴリを示す複数のセルを点線枠ｆ
２のように選択した場合、実線枠ｆ１と点線枠ｆ２で示される２つの比較対象から構成さ
れる比較範囲における共通特徴語リストＬｃｏｍを表示する。
【０１４１】
　このように、両社の出願特許における共通特徴語リストＬｃｏｍに有意に出現する技術
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用語として、”分類”や”クラスタリング”が提示され、これらの技術がＡ社とＢ社で共
通する技術分野であることを把握できる。
【０１４２】
　また、実線枠ｆ１で示される比較対象に対する相違特徴語リストＬｄｉｆ１を表示し、
点線枠ｆ２で示される比較対象に対する相違特徴語リストＬｄｉｆ２を表示する。このよ
うな相違特徴語リストＬｄｉｆ１，Ｌｄｉｆ２の表示により、Ａ社とＢ社の独自性を表す
技術を把握することができる。
【０１４３】
　また、複数の比較対象に対し、共通特徴語と相違特徴語を表示することにより、単に文
書集合に対する特徴語を提示するよりも、比較対象間の特徴を、より明確にユーザに示す
ことができる。
【０１４４】
　ステップＳ１３０、Ｓ１３１は、ステップＳ１１２や、Ｓ１２２，Ｓ１２６による各特
徴語の提示中に、これら各特徴語から選択された着目語からなる着目語集合ｔｇｔＴｅｒ
ｍｓを受け付け、その着目語集合と各カテゴリとの関連度を算出し、関連度の高いカテゴ
リを関連カテゴリとしてユーザに提示する関連カテゴリ提示部５４の処理を示している。
【０１４５】
　関連カテゴリ提示部５４は、カテゴリ特徴語提示部５２や、相違・共通特徴語提示部５
３によって提示された、カテゴリ特徴語または共通特徴語または相違特徴語から、ユーザ
が着目語を選択した場合、ステップＳ１３１の処理を行う（Ｓ１３０）。ここで、ユーザ
は複数の単語を着目語として選択できるものとし、選択された複数の着目語を着目語集合
ｔｇｔＴｅｒｍｓとする。また、本実施形態では、提示された特徴語から着目語を選択す
る場合について説明したが、これに限らず、Ｗｅｂの検索のようにユーザが任意のキーワ
ードを着目語として入力してもよい。
【０１４６】
　関連カテゴリ提示部５４は、前述したステップＳ６１～Ｓ６６の処理を実行することに
より、着目語集合ｔｇｔＴｅｒｍｓと各カテゴリとの関連度を算出して関連度の高いカテ
ゴリを関連カテゴリとしてユーザに提示する（Ｓ１３１）。
【０１４７】
　例えば、図１６に示すように、ユーザは、共通特徴語のリストＬｃｏｍや相違特徴語の
リストＬｄｉｆ１，Ｌｄｉｆ２の中から、着目したい単語Ｔｃｏｍ１とＴｄｉｆ２を選択
する。ここでは、ユーザは“分類”と“ＸＭＬ”との単語が気になった場合、単語“分類
”を示す共通語Ｔｃｏｍ１と、単語“ＸＭＬ”を示す相違特徴語Ｔｄｉｆ２とを着目語と
して選択する。関連カテゴリ提示部５４は、ユーザの着目語の選択を受けて、着目語との
関連度が高い関連カテゴリのセルｃ４を、背景色を変更する等して、強調表示する。
【０１４８】
　これによって、ユーザは着目する技術について、調査すべき範囲の糸口をつかむことが
できる。図１６に示した例では、ユーザが着目した”分類”と”ＸＭＬ”について、企業
の観点から見ると、Ｃ社もこれらの技術に関連していることがわかる。さらに、出願年の
観点からみると２００６～２００８年の間で、これらの技術に関連する特許が有意に出現
していることがわかる。これによって、ユーザは着目している技術について、詳細に調査
すべき範囲を明確化でき、効率的に先行技術調査を行うことができる。
【０１４９】
　また、着目語の選択は、共通特徴語や相違特徴語だけでなく、カテゴリ特徴語からも選
択することができる。例えば図１７に示すように、着目語の選択に加え、セルｃ２におけ
るカテゴリ特徴語リストＬ２内のカテゴリ特徴語からも着目語を選択した場合には、この
選択に応じて、関連カテゴリの表示が変化する。
【０１５０】
　画面提示部５１は、ユーザがシステムの終了を選択した場合、処理を終了し、それ以外
はステップＳ１１０に処理を戻す（Ｓ１４０）。
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【０１５１】
　例えば、ステップＳ１１０に処理を戻し、調査を継続する場合の例について説明する。
図１８は比較対象の絞り込みと共通特徴語及び相違特徴語の表示例を表す図である。ユー
ザは、共通特徴語や相違特徴語、カテゴリ特徴語の提示や、着目語指定に対する関連カテ
ゴリの提示を受けて、比較対象の縮小（絞り込み）や拡大といった変更を行うことができ
る。
【０１５２】
　例えば、図１６に示す如き、特徴語や関連語カテゴリの提示中に、ユーザは、図１８に
示すように、比較範囲の各枠ｆ１，ｆ２を出願年について２００６～２００８年に絞り込
み、新たな点線枠ｆ３によりＣ社を比較企業に選択する。これら各枠ｆ１～ｆ３に基づく
比較対象集合ｔｇｔＳｅｔに基づいて、特徴語抽出装置は、提示する共通特徴語や相違特
徴語を変化させる。これにより、ユーザはそれまで思いつかなかったが着目すべき技術用
語を発見する手がかりとなる。
【０１５３】
　図１９は、ユーザによる着目語の変更（追加／削除）と、関連カテゴリの表示例を表す
図である。ユーザは、共通特徴語や相違特徴語やカテゴリ特徴語を見ながら、着目語を追
加したり、削除したりすることができる。
【０１５４】
　例えば、図１８による特徴語の変化や、Ｃ社の相違特徴語を受けて、新たに単語“マイ
ニング”を示す相違特徴語Ｔｄｉｆ３を着目語に追加する。これを受けて、特徴語抽出装
置は、提示する関連カテゴリを変化させる。
【０１５５】
　これにより、ユーザは、着目語を切り替えながら関連するカテゴリを概観することで、
それまで気づいていなかった着目語とカテゴリの関連を発見することができる。先行技術
調査であれば、着目している技術を扱っている意外な企業や、ある企業はユーザが認識し
ているよりも早い年代から着目している技術に関する特許を出願しているといったことを
発見する手がかりとなる。
【０１５６】
　また、図１５～図１９を用いて述べたように、特徴語抽出装置による「特徴語の提示」
と「関連カテゴリ提示」、ユーザによる「比較対象の指定」と「着目語の選択」、という
プロセスを繰り返すことで、分析する対象や特徴語を明確化するとともに、それまでユー
ザが意識していなかったキーワードや、分析対象を発見することができる。特許調査にお
いては、新たに着目すべき技術や、注意すべき競合他社を発見する糸口となる。また、比
較対象や着目語を利用することで、適切な比較範囲に対する、適切な単語による、先行技
術調査を実現することができる。
【０１５７】
　例えば図２０に示す如き、「時系列×企業」の分析軸によるクロス分析の画面Ｇ１０は
、図２１及び図２２に示すように、ある企業に対する「時系列×特徴語」の分析軸による
クロス分析の画面Ｇ２０、ある特徴語に対する「時系列×企業」の分析軸によるクロス分
析の画面Ｇ３０などのように、任意の分析軸の画面に適用して適切な比較範囲と適切な単
語による分析・調査を実現することができる。
【０１５８】
　また例えば、ある特徴語に対する「時系列×企業」のクロス分析の画面Ｇ３０は、図２
３に示す如き、ある特徴語に対する「時系列×企業」のグラフ表示の画面Ｇ３１に表示形
式を変更することができる。なお、表示形式を変更できることは、他のクロス分析の画面
Ｇ１０，Ｇ２０でも同様である。
【０１５９】
　上述したように本実施形態によれば、カテゴリＩＤに関連付けられた文書ＩＤの個数を
含むカテゴリ個数データの提示中に、選択を受け付けたカテゴリ個数データのカテゴリＩ
Ｄに関連したカテゴリ特徴語のうち、特徴度が上位のカテゴリ特徴語における文書特徴語



(26) JP 5023176 B2 2012.9.12

10

20

30

40

50

をカテゴリ特徴語として提示する。
【０１６０】
　また、カテゴリ個数データの提示中、複数個のカテゴリ個数データの各カテゴリＩＤの
和集合である複数の比較対象からなる比較対象集合の選択を受け付けると、選択を受け付
けた比較対象集合内の各カテゴリＩＤに関連付けられた各文書ＩＤに関連した文書特徴語
毎に、各比較対象における当該文書特徴語の相違性を表す度合いの相違特徴度を算出し、
相違特徴度が上位の文書特徴語をカテゴリ相違特徴語として提示する。
【０１６１】
　このように、選択したカテゴリ個数データに応じて、カテゴリ特徴語やカテゴリ相違特
徴語といった特徴語を提示する構成により、事前に定義された属性に限らずに分析軸の候
補として特徴語を提示できると共に、着目すべき比較範囲の絞り込みや、着目すべき特徴
語の参照を支援できる。
【０１６２】
　補足すると、カテゴリ特徴語を提示することにより、ユーザが各カテゴリに対するカテ
ゴリ特徴語を確認して、文書集合の全体像や、個々のカテゴリの内容を効率よく把握でき
る。
【０１６３】
　また、複数の比較対象間の相違特徴語を提示する構成により、ユーザは着目している任
意の範囲における比較対象の相違点を把握することができる。さらに、比較対象集合を絞
り込めば、各比較対象における相違点をより詳細に把握できる。一方、比較対象集合を拡
大すれば、マクロな視点で相違点を把握でき、全体的な内容の理解を深めることができる
。以上により、ユーザは各特徴語を参照しながら、文書集合について内容の理解を進め、
分析すべき範囲や、着目すべきキーワードを明確化することができる。
【０１６４】
　また、本実施形態によれば、カテゴリ個数データの提示中、複数個のカテゴリ個数デー
タの各カテゴリＩＤの和集合である複数の比較対象からなる比較対象集合の選択を受け付
けると、選択を受け付けた比較対象集合内の各カテゴリＩＤに関連付けられた各文書ＩＤ
に関連した文書特徴語毎に、比較対象集合における当該文書特徴語の共通性を表す度合い
の共通特徴度を算出し、共通特徴度が上位の文書特徴語をカテゴリ共通特徴語として提示
する構成により、ユーザは自身が任意の着目している範囲における文書の共通点を把握で
き、文書集合に対する理解がさらに深められ、分析すべき範囲やキーワードをより明確に
捉えることができる。
【０１６５】
　さらに、本実施形態によれば、例えば、カテゴリ相違特徴語の提示中、複数のカテゴリ
相違特徴語からなる着目語集合の選択を受け付けると、選択を受け付けた着目語集合と、
カテゴリ特徴語記憶部３０内のカテゴリ特徴語との関連度を算出し、関連度の高いカテゴ
リ特徴語に関連付けられたカテゴリＩＤに関連したカテゴリ個数データを強調表示する構
成により、ユーザは、着目語の選択に対して提示されるカテゴリを概観することで、自身
が着目しているキーワードに関連しているカテゴリを把握でき、それまで気づいていなか
った分析対象を発見できる。従って、ユーザは、分析したい事項について、適切な分析対
象を把握でき、より精度の高い分析が可能となる。
【０１６６】
　このように、ユーザは、相違特徴語・共通特徴語と関連カテゴリを確認しながら、比較
対象の選択（絞り込みや拡大）と着目語の選択を繰り返すことで、分析する範囲や着目す
る特徴語を明確化することができる。これによって、複数の文書集合に対して、ユーザは
漏れなく、無駄なく、目的にあった、内容把握や比較調査を効率的に行うことができる。
【０１６７】
　なお、上記実施形態に記載した手法は、コンピュータに実行させることのできるプログ
ラムとして、磁気ディスク（フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスクなど）、
光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤなど）、光磁気ディスク（ＭＯ）、半導体メモリなど
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【０１６８】
　また、この記憶媒体としては、プログラムを記憶でき、かつコンピュータが読み取り可
能な記憶媒体であれば、その記憶形式は何れの形態であってもよい。
【０１６９】
　また、記憶媒体からコンピュータにインストールされたプログラムの指示に基づきコン
ピュータ上で稼働しているＯＳ（オペレーティングシステム）や、データベース管理ソフ
ト、ネットワークソフト等のＭＷ（ミドルウェア）等が上記実施形態を実現するための各
処理の一部を実行してもよい。
【０１７０】
　さらに、本発明における記憶媒体は、コンピュータと独立した媒体に限らず、ＬＡＮや
インターネット等により伝送されたプログラムをダウンロードして記憶または一時記憶し
た記憶媒体も含まれる。
【０１７１】
　また、記憶媒体は１つに限らず、複数の媒体から上記実施形態における処理が実行され
る場合も本発明における記憶媒体に含まれ、媒体構成は何れの構成であってもよい。
【０１７２】
　尚、本発明におけるコンピュータは、記憶媒体に記憶されたプログラムに基づき、上記
実施形態における各処理を実行するものであって、パソコン等の１つからなる装置、複数
の装置がネットワーク接続されたシステム等の何れの構成であってもよい。
【０１７３】
　また、本発明におけるコンピュータとは、パソコンに限らず、情報処理機器に含まれる
演算処理装置、マイコン等も含み、プログラムによって本発明の機能を実現することが可
能な機器、装置を総称している。
【０１７４】
　なお、本願発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示
されている複数の構成要素の適宜な組合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実施
形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施形
態に亘る構成要素を適宜組合せてもよい。
【符号の説明】
【０１７５】
　１０…文書記憶部、２０…カテゴリ記憶部、３０…特徴語記憶部、４０…特徴語抽出部
、４１…文書特徴語抽出部、４２…カテゴリ特徴語抽出部、４３…カテゴリ共通特徴語抽
出部、４４…カテゴリ相違特徴語抽出部、５０…ユーザ操作・提示部、５１…画面提示部
、５２…カテゴリ特徴語提示部、５３…相違・共通特徴語提示部、５４…関連カテゴリ提
示部。
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